














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































儀礼の名称 新暦 |日暦 十千十二支
ｌ種子取り祭 １月３日 １１月２５日 みずのえとら
2.しな_むのん １月１４日 １２月７日 みずのとうし
３石払い ２月１日 １２月２５日 かのとひつじ
4.|日正月 ２月７日１月１日 ひのと ■ つ し
5.そ－らい ２月８日 １月２日 つちのえとら
6.火の神の願い ２月１０日 １月４日 かのえたつ
7.や_ら願い ３月1日 １月２４日 かのえね
８二月たかび ３月１３日 ２月６日 みずのえね
9.二月むのん ３月１４日 ２月７日 みずのと エ７ し
10.草葉願い ４月１２日 ３月７日 みずのえうま
11麦豆ぬ初上げ ５月６日 ４月２日 ひのえうま
12.穂ぬむのん ５月１３日 ４月９日
ｌ３ふるずんむのん ５月３１日 ４月２７日 かのとひつじ
14.海止み山止み ６月５日 ５月２日 ひのえね
15.すぐま願い ６月８日 ５月５日 つちのと ￣ ７ 
16.豊年祭 ７月１１日 ６月９日 みずのえね
17.結願祭 ９月９日 ８月１０日 みずのえね
18.結願祭翌日のむのん ９月１０日 ８月１１日 みずのと エ７ し
１９世願い ９月１５日 ８月１６日 つちのえうま
20.九月九日 １０月７日 ９月９日 かのえたつ
21.節祭 １０月２５日 ９月２７日 つちのえいぬ
22.オーセ井戸願い １０月２６日 ９月２８日 つちのとい
23.節祭正日 １０月２７日 ９月２９日 かのえね
24.神願い １０月２９日 １０月１日 みずのえとら
25.十月祭 １１月７日 １０月１０日 かのとぃ
２６麦粟ぬ種子出し １２月４日 １１月７日 つちのえとら
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一
方
で
、
年
間
の
儀
礼
の
内
容
か
ら
み
た
節
目
は
、
毎
年
旧
暦
九
～
十
一
月
に
行
な
わ
れ
る
「
節
祭
」
に
あ
る
と
言
え
る
。
こ
の
「
節
祭
」
を
一
年
の
節
目
と
し
、
十
～
十
一
月
の
麦
・
粟
の
播
種
儀
礼
「
麦
粟
ぬ
種
子
出
し
」
、
及
び
十
一～十二月の稲の播種儀礼「種子取り祭」によって、新しい農作業に沿った儀礼が始まる。｜～二月
には、田植の開始にあたって「そ１らい」が、田植の終了にあたって「二月たかび」が行なわれ、二
～
三
月
に
は
、
稲
の
茎
や
葉
が
良
く
育
つ
よ
う
に
と
い
う
生
育
祈
願
の
「
草
葉
願
い
」
が
行
な
わ
れ
る
。
「
草
葉
願
い
」
か
ら
、
稲
の
初
穂
儀
礼
で
あ
る
「
す
く
ま
願
い
」
ま
で
の
問
に
は
、
麦
・
豆
の
収
穫
感
謝
儀
礼
で
あ
る
「
麦
豆
ぬ
初
上
げ
」
が
行
な
わ
れ
る
が
、
米
に
関
し
て
は
こ
の
時
期
、
物
忌
み
の
意
味
合
い
の
強
い
儀
礼
が
続
く
。
物
忌
み
を
意
味
す
る
「
む
の
ん
」
の
儀
礼
は
こ
れ
以
前
に
、
稲
の
播
種
の
後
と
、
田
植
終
了
直
後
に
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
初
穂
儀
礼
の
前
は
、
穂
の
出
た
稲
や
、
実
の
つ
き
始
め
た
稲
が
虫
や
風
の
害
を
蒙
ら
な
い
よ
う
に
願
う
「
穂
ぬ
む
の
ん
」
と
「
ふ
る
ず
ん
む
の
ん
」
、
ま
た
こ
れ
に
引
き
続
き
、
収
穫
を
目
前
に
控
え
た
稲
に
、
海
か
ら
の
潮
害
や
山
か
ら
の
風
害
が
な
い
よ
う
に
、
人
々
が
海
に
も
山
に
も
入
ら
ず
に
静
粛
を
守
る
と
い
う
意
味
合
い
を
有
す
る
「
海
止
み
山
止
み
」
が
行
な
わ
－３） 
れる。その後は、初穂儀礼「すくま願い」が実施され、稲の刈り取りがすべて終了すると、旧暦一ハ月
頃
、
米
の
収
穫
感
謝
儀
礼
「
豊
年
祭
」
が
行
な
わ
れ
る
。
旧
盆
の
あ
る
七
月
は
集
落
の
儀
礼
は
行
な
わ
れ
ず
、
八
月
に
諸作物（稲、粟、麦、黍、芋）の収穫感謝儀礼「結願祭」が行なわれ、その後再び節祭が迎えられる。
これらのほか、季節に応じた健康祈願儀礼今九月九日」、「十月祭」など）、集落の火の神への祈願
（「火の神の願い」）、また猪が冬に畑の作物を荒らさないように祈願する儀礼（「石払い」）などが行な
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②
節
祭
正
曰
の
「
余
興
」
廃
止
「
表
１
」
の
よ
う
に
、
集
落
で
作
成
さ
れ
る
神
事
日
程
表
で
は
、
例
年
旧
暦
九
～
十
月
の
戊
戌
の
日
に
あ
た
る
来
訪
神
「
マ
ユ
ン
ガ
ナ
シ
」
の
儀
礼
の
日
の
み
が
「
節
祭
」
と
記
さ
れ
る
の
だ
が
、
も
と
も
と
は
こ
の
日
か
ら
「
神
願
い
」
ま
で
の
五
日
間
が
節
祭
で
あ
る
。
節
祭
の
二
日
目
に
あ
た
る
マ
ュ
ン
ガ
ナ
シ
儀
礼
の
翌
日
が
「
年
の
夜
」
、
す
な
わ
ち
大晦日にあたり、三日月は「正日」、すなわち正月元日一にあたるとされる。この正日は昭和一一一四（一
九五九）年までは、三年の労をねぎろう骨休み、保養の祭り」としての「節遊び」の日として、「舞
踊
、
太
鼓
舞
い
、
棒
術
、
獅
子
舞
い
」
な
ど
の
「
余
興
」
を
、
川
平
の
「
上
の
村
」
と
「
下
の
村
」
で
競
う
か
た
ち
で、盛大に行なっていた（川平村の歴史編纂委員会［編］一九七六二○一一一）。しかし昭和一一一四（’
今
日
、
八
重
山
の
他
地
域
で
は
、
「
豊
年
祭
」
な
ど
の
大
規
模
な
儀
礼
の
み
を
行
な
う
集
落
も
増
え
て
い
る
が
、
川
平
で
は
、
小
規
模
な
も
の
も
含
め
た
二
六
の
儀
礼
が
互
い
に
連
関
し
合
い
な
が
ら
一
年
間
の
農
耕
に
沿
っ
た
儀
礼
の
サ
イ
ク
ル
を
形
成
し
て
お
り
、
神
役
た
ち
は
そ
の
一
つ
を
も
欠
か
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
意
識
の
も
と
、
今
日
ま
で
儀
礼
を
継
続
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
う
し
た
川
平
の
儀
礼
に
も
、
文
献
で
確
認
で
き
る
範
囲
で
い
く
つ
か
の
大
規
模
な
縮
小
・
省
略
が
ほ
ど
こ
さ
れ
た
経
緯
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
儀
礼
過
程
の
縮
小
は
、
’
九
五
○
年
代
の
前
後
に
な
さ
れ
た
も
の
が
多
い
。
具
体
的
な
例
を
次
に
見
て
い
く
。
わ
れ
る
。
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③
石
払
い
の
簡
略
化
旧
暦
十
二
～
一
月
に
行
な
わ
れ
る
「
石
払
い
」
は
、
冬
に
山
か
ら
降
り
て
く
る
猪
が
集
落
の
田
畑
を
荒
ら
さ
な
い
よ
ま
え
だ
け
う
に
祈
願
す
る
害
獣
防
除
儀
礼
で
あ
る
。
「
石
」
と
は
、
川
平
集
落
南
方
の
「
前
嵩
」
山
林
に
生
息
す
る
猪
が
集
落
に
入れぬように築かれた石垣のことで、「猪垣（イヌガキ、インガキ）」と呼ばれる。かつては、この猪
垣についての「猪垣係」、「猪垣補佐（ヒシブサヒと呼ばれる係がおかれていた。この係は「亥年生
れ」（川平村の歴史編纂委員会［編］二一二○）の男性に限られ、「猪垣の管理、猪害調査、猪の出入
九
五
九
）
年
以
降
、
こ
の
節
祭
の
余
興
行
事
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
廃
止
の
理
由
は
、
「
結
願
祭
の
行
事
、
節
祭
の
行
事
と
年
に
二
度
に
わ
た
る
大
き
な
行
事
の
た
め
、
部
落
民
の
経
済
的
な
負
担
が
余
り
に
も
大
き
い
」
（
川
平
村
の
歴
史
編
纂
委
員
会
［
編
］
一
九
七
六
二
○
三
）
こ
と
に
よ
る
。
節
祭
の
約
一
ヶ
月
前
に
行
な
わ
れ
る
結
願
祭
で
は、上・下村対抗というかたちではなく、集落全体として収穫感謝の奉納芸能を行なうのだが、こち
ら
の
方
が
「
神
に
奉
納
性
の
強
い
」
性
格
を
有
す
る
と
し
て
、
保
存
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
川
平
村
の
歴
史
編
纂
委
員
会
［
編
］
一
九
七
六
二
○
三
）
。
こ
れ
に
伴
い
、
従
来
は
節
祭
の
四
日
目
に
独
立
し
て
行
な
わ
れ
て
い
た
「
獅
子
祭
り
」
が
三
日
目
に
前
倒
し
さ
れ
て
「
節
祭
正
日
」
と
同
日
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
ま
で
は
二
七
回
だ
っ
た
年
間
の
儀
礼
が
、
二
六
回
へ
と
回
数
を
一
回
減
ら
し
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。
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り
す
る
場
所
の
確
認
」
（
’
九
七
六
二
二
九
）
に
あ
た
っ
た
。
しかし昭和一○（一九一一一五）年に県道が開通すると（川平村の歴史編纂委員会［編］一九七六二一
四
四
）
、
県
道
を
通
じ
て
。
猪
が
》
引
用
者
注
）
自
由
に
出
入
り
が
出
来
、
従
っ
て
猪
垣
の
管
理
も
不
充
分
と
な
り
」
（川平村の歴史編纂委員会［編］一三○）、昭和一二、’一一（一九一一一七、八）年頃には猪垣や猪補佐制度
は
廃
止
と
な
っ
た
（
川
平
村
の
歴
史
編
纂
委
員
会
［
編
］
一
九
七
六
二
三
○
）
。
さ
ら
に
、
戦
後
の
昭
和
二
九
（
’
草に覆われた、猪除けの石垣［2007年１０月］
猪除けの石垣。一部、石が露出している
［2007年１０月］
116 
Hosei University Repository
一九三五年の県道開通前の石払いはどのように行なわれていたかというと、集落中で「ソーッ」が
守
ら
れ
、
す
な
わ
ち
一
種
の
物
忌
み
の
よ
う
に
静
粛
が
守
ら
れ
て
田
畑
に
出
る
こ
と
が
忌
ま
れ
て
い
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
シ
カ
サ
達
に
よ
る
オ
ン
ヘ
の
夜
籠
り
で
の
祈
願
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。
な
お
、
こ
の
日
は
、
集
落
の
中
で
は
静
か
に
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
集
落
の
外
で
は
物
音
を
立
て
て
も
よ
か
っ
た
と
い
う
。
そ
こ
で
人
々
は
こ
の
石
払
い
の
日
に
、
冬
の
間
に
使
う
薪
を
ま
と
め
て
取
り
に
行
っ
た
。
取
り
に
行
っ
た
先
は
、
猪
を
防
ぐ
石
垣
、
猪
垣
の
外
の
山
で
あ
る
。
取
り
集
め
た
薪
は
、
そ
の
日
は
、
石
垣
の
内
側
の
集
落
内
、
「
内
原
（
フ
チ
ゥ
パ
ル
こ
に
持
ち
込
む
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
て
い
た
。
内
原
で
は
ソ
ー
ッ
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
人
々
は
集
め
た
薪
を
石
垣
の
す
ぐ
外
側
に
積
ん
で
、
翌
朝
早
く
に
取
り
に
行
っ
た
と
い
う（’九二九年生の男性、一九一一一○年生の女性、一九一一一一一年生の女性、一九四○年生の女性から聞き
取
っ
た
内
容
の
要
旨
。
二
○
○
九
年
一
月
の
調
査
に
よ
る
）
。
このように「石払い」と言えば、集落中で静粛にして山に薪を取りに行った日であったという記憶
を
、
多
く
の
人
が
共
通
し
て
持
っ
て
い
る
。
か
っ
て
は
集
落
中
の
人
々
が
、
石
払
い
の
当
日
に
、
そ
の
祈
願
の
意
味
を
共
有
し
た
行
動
を
と
っ
て
い
た
の
だ
が
、
現
在
で
は
ツ
カ
サ
の
み
が
オ
ン
に
夜
籠
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
石
払
い
の
祈
願
を
行
な
っ
て
い
る
。
九五四）年に」
四四）された。
年
に
は
、
「
猪
垣
係
」
が
「
部
落
決
議
に
よ
り
廃
止
」
（
川
平
村
の
歴
史
編
纂
委
員
会
［
編
］
一
九
七
六
117儀礼の変化と女性神役
Hosei University Repository
施
し
て
い
た
。
まず、明治一一三（’八九九）年までは、年間五回の物忌みの際、人々の居住区のある川平半島東部
か
ら
、
半
島
西
部
の
底
地
海
岸
ま
で
、
住
民
全
体
で
出
向
き
、
浜
下
り
を
行
な
っ
て
い
た
（
川
平
村
の
歴
史
編
纂
委
員
会［編］一九七六》八六）。
明治三一一（一八九九）年から昭和一八（一九四一一一）年までは、集落中で「ソーッ」を守り、「総て
を静粛にすることによって鳥類が気易く飛来し、存分に害虫を多くとって食べるようにした」（川平
村
の
歴
史
編
纂
委
員
会
［
編
］
一
九
七
六
》
八
四
）
。
そ
う
し
た
中
で
、
シ
カ
サ
一
人
、
老
女
一
人
、
子
年
生
れ
の
男
性
一
人
の
計
三
人
が
、
底
地
海
岸
の
「
ム
ノ
ン
屋
」
と
呼
ば
れ
る
「
か
や
葺
き
の
ほ
っ
立
て
小
屋
」
（
川
平
村
の
歴
史
編
纂
委
員
会
［
編
］
’
九
七
六
》
八
五
）
に
て
夜
籠
り
の
祈
願
を
一
晩
行
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
方
法
に
よ
る
④
物
忌
み
の
簡
略
化
年
間
に
五
回
の
「
物
忌
み
（
ム
ノ
ン
、
ム
ヌ
ン
）
」
の
儀
礼
で
は
、
稲
そ
の
他
の
農
作
物
の
生
長
に
沿
っ
て
、
害
虫
払
い
や
風
害
・
病
害
払
い
の
祈
願
を
行
な
う
。
物
忌
み
の
儀
礼
に
は
、
稲
の
苗
の
生
育
を
祈
願
す
る
「
し
な
－
む
の
ん」、農作物の害虫が払われるよう祈願する「二月むのん」、穂の出た稲の害虫・風害除け祈願である
「穂ぬむのん」、農作物の作付け前に行なう「結願祭翌日のむのん」がある。現在はツカサのみによる
オ
ン
で
の
祈
願
に
よ
っ
て
こ
の
物
忌
み
の
儀
礼
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
か
つ
て
は
、
や
は
り
集
落
全
体
で
物
忌
み
を
実
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以
上
、
節
祭
、
石
払
い
、
物
忌
み
の
縮
小
化
、
簡
略
化
に
つ
い
て
見
て
き
た
。
ま
ず
、
こ
れ
ら
の
儀
礼
の
縮
小
、
廃
止あるいは変更の生じた一九五○年代前後という時代についてふれておきたい。以上のような変化が
生
じ
た
こ
の
時
代
に
つ
い
て
は
、
ほ
か
に
も
た
と
え
ば
、
川
平
方
言
が
話
せ
な
い
世
代
が
出
生
し
始
め
る
時
代
と
も
言
（４） 
わ
れ
る
。
こ
の
一
」
と
も
、
今
日
の
儀
礼
の
あ
り
方
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。
川
平
で
は
、
｜
部
の
神
役
は
、
儀
礼
中
の
特定の場面で敬語を多用する川平方言によって、挨拶や連絡を行なわなければならないからである。
川平方言を流暢に操ることの難しい一九五○年生以降の人が、川平方一一一一口による発話を覚えて儀礼の場
で
実
際
に
話
す
う
え
で
の
苦
労
は
大
き
く
、
こ
の
発
話
の
習
得
と
実
践
の
方
法
は
現
在
、
変
遷
の
途
上
に
あ
る
。
す
な
わち、かつては方言話者の口から「自然に」出たものであった儀礼の場での発話は、今日では、年輩
（５｜ 
者
か
ら
習
い
、
書
き
取
っ
て
、
暗
唱
す
る
対
象
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
う
し
た
儀
礼
の
あ
り
方
が
変
化
す
る
要
因
と
し
て
の
方
言
話
者
の
減
少
が
始
ま
っ
た
時
代
で
あ
る
こ
と
を
含
め
て
、
一
九
五
○
年
代
前
後
と
は
川
平
の
儀
礼
の
歴
史
において一つの大きな節目と捉え得ると指摘し、その社会的背景の調査を今後の課題としたい。
物
忌
み
も
、
戦
争
の
た
め
中
止
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
年
は
定
か
で
は
な
い
が
「
戦
後
間
も
な
く
」
に
、
ム
ノ
ン
小
屋
で
の
夜
籠
り
祈
願
は
廃
止
さ
れ
た
と
い
う。ムノン小屋の火の神が群星オンに移され、以降ムノンの祈願はツカサたちのみが群星オンで行な
う
よ
う
に
な
っ
た
（
川
平
村
の
歴
史
編
纂
委
員
会
［
編
］
一
九
七
六
“
八
六
）
。
１１９儀礼の変化と女性神役
Hosei University Repository
①
人
々
の
参
加
形
態
前
節
で
は
各
儀
礼
の
内
容
か
ら
年
間
の
儀
礼
を
概
観
し
た
が
、
本
節
で
は
、
各
儀
礼
へ
の
人
々
の
関
わ
り
方
及
び
各
儀
礼
の
規
模
と
い
う
点
か
ら
年
間
の
儀
礼
を
見
て
ゆ
き
、
集
落
に
お
け
る
儀
礼
の
規
模
の
近
年
の
動
向
に
つ
い
て
述
べ
次
に
、
本
節
で
見
た
儀
礼
の
縮
小
や
廃
止
に
見
ら
れ
る
変
化
の
方
向
性
に
つ
い
て
は
、
多
様
な
内
容
を
含
む
儀
礼
過
程
が
、
シ
カ
サ
に
よ
る
拝
所
で
の
祈
願
に
収
敵
す
る
と
い
う
傾
向
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
た
と
え
ば
、
節
祭
正
日
の
芸
能
と
、
結
願
祭
の
芸
能
の
う
ち
、
オ
ン
の
神
へ
の
奉
納
芸
能
と
し
て
の
性
格
が
濃
い
結
願
祭
の
芸
能
が
存
続
さ
れ
た
点
、
ま
た
、
物
忌
み
の
儀
礼
に
し
て
も
石
払
い
の
儀
礼
に
し
て
も
、
オ
ン
の
神
と
の
関
わ
り
が
薄
い
部
分
が
削
除
さ
れ
、
オ
ン
の
神
へ
の
祈
願
の
部
分
が
残
さ
れ
て
い
る
点
に
見
出
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
儀
礼
過
程
の
中
で
存
続
さ
れ
て
い
く
要
素
に
は
、
オ
ン
の
神
に
よ
り
直
接
的
に
関
わ
る
も
の
が
選
択
さ
れ
る
。
あ
る
い
は
、
オ
ン
の
神
に
関
わ
ら
せ
る
形
で
、
儀
礼
の
一
部
を
残
し
て
い
こ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
る
。
オ
ン
の
神
と
関
わ
ら
せ
る
形
で
の
儀
礼
の
存
続
と
は
す
な
わ
ち
、
祈
願
を
中
心
と
す
る
儀
礼
執
行
の
役
割
が
ツ
カ
サ
に
集
中
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
儀
礼
過
程
の
省
略
・
縮
小
の
過
程
で
、
オ
ン
お
よ
び
オ
ン
を
つ
か
さ
ど
る
ツ
カ
サ
に
、
儀
礼
実
践
が
収
敵
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
る
０ 二儀
礼
へ
の
参
加
者
Ｉ
二
○
○
○
年
以
降
の
減
少
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川
平
へ
の
近
年
の
移
住
者
を
含
め
て
、
儀
礼
を
め
ぐ
る
様
々
な
立
場
に
あ
る
集
落
内
の
人
々
が
ほ
と
ん
ど
総
て
動
員
さ
れ
、
群
星
オ
ン
に
参
集
し
て
行
な
う
儀
礼
が
、
旧
暦
八
月
の
諸
作
物
の
収
穫
感
謝
儀
礼
「
結
願
祭
」
で
あ
る
。
川
平
の
住
民
は
誰
も
が
イ
ビ
ニ
ン
ジ
ュ
と
し
て
集
落
の
四
つ
の
オ
ン
の
い
ず
れ
か
に
帰
属
し
て
い
る
が
、
結
願
祭
に
あ
た
っ
て
は
、
イ
ビ
ニ
ン
ジ
ュ
は
も
ち
ろ
ん
、
川
平
の
オ
ン
の
イ
ビ
ニ
ン
ジ
ュ
に
な
っ
て
い
な
い
近
年
の
移
住
者
も
、
居
住
地
か
ら
や
や
離
れ
た
場
所
に
あ
る
群
星
オ
ン
ま
で
の
送
迎
車
を
出
す
な
ど
、
儀
礼
実
施
の
一
端
を
ま
か
さ
れ
る
。
普
段
は
神
事
や
儀
礼
と
ほ
と
ん
ど
関
わ
り
の
無
い
生
活
を
す
る
人
々
を
も
巻
き
込
み
、
石
垣
市
長
を
は
じ
め
集
落
外
か
ら
の
来
賓
を
多
数
招
い
て
大
規
模
に
行
な
う
結
願
祭
に
は
、
神
事
の
枠
を
越
え
て
集
落
の
公
の
行
事
と
し
て
の
性
格
が
見
受
け
られる。このように集落を挙げて実施される結願祭の運営は、他の儀礼のように公民館の下部組織で
ある神事部が主体となるのではなく、公民館役員が直接に指揮をとる。
米
の
収
穫
感
謝
儀
礼
で
あ
る
「
豊
年
祭
」
も
、
オ
ン
に
多
数
の
住
民
が
参
集
し
て
行
な
う
儀
礼
で
あ
る
が
、
豊
年
祭
は
結
願
祭
の
よ
う
に
全
住
民
が
群
星
オ
ン
に
集
ま
る
の
で
は
な
く
、
各
人
が
イ
ビ
ニ
ン
ジ
ュ
と
し
て
帰
属
す
る
オ
ン
数が増減し、》
が、ここでは》
ず
、
シ
カ
サ
に
し
態
を
見
て
い
く
。
川
平
の
儀
礼
は
、
儀
礼
の
日
程
表
中
で
一
項
目
と
し
て
立
て
ら
れ
て
い
る
一
つ
の
儀
礼
の
な
か
で
も
、
参
加
者
の
人
が
増
減
し
、
儀
礼
の
場
が
移
さ
れ
る
な
ど
、
様
々
な
展
開
が
あ
る
場
合
が
多
い
。
そ
の
た
め
一
概
に
は
言
え
な
い
、ここではごく簡略化して、年間の儀礼への人々の参加形態が幾通りもあることを述べておく。ま
、
ツ
カ
サ
に
よ
る
祈
願
の
み
で
構
成
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
シ
カ
サ
以
外
の
人
々
も
参
加
し
て
行
な
う
儀
礼
の
諸
形
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に
、
新
米
で
作
っ
た
餅
な
ど
の
供
物
を
持
っ
て
参
集
す
る
こ
と
に
よ
り
、
四
つ
の
オ
ン
の
そ
れ
ぞ
れ
で
行
な
う
。
イ
ビ
ニ
ン
ジ
ュ
と
し
て
の
帰
属
は
父
系
で
継
承
さ
れ
る
た
め
、
嫁
入
り
し
た
女
性
は
夫
の
帰
属
オ
ン
に
集
ま
る
。
以
上
は
一
般
の
イ
ビ
ニ
ン
ジ
ュ
ま
で
が
参
加
す
る
儀
礼
で
あ
る
が
、
以
下
は
オ
ン
へ
の
帰
属
者
の
中
で
も
特
定
の
年
齢
層
の
男
女
や
、
特
定
の
神
役
が
参
加
す
る
儀
礼
と
な
る
。
稲や諸作物の葉や茎が丈夫に育つように祈願する「草葉願い」や、来期の住民の健康を願う「世願
い」では、かつては四九歳以上、現在はおよそ六五歳以上の「ウヤジュー（親衆）」と呼ばれる男性
達
が
参
加
し
て
、
シ
カ
サ
、
ス
ー
ダ
イ
と
と
も
に
早
朝
か
ら
オ
ン
を
ま
わ
る
「
朝
参
り
」
を
行
な
う
。
こ
の
朝
参
り
は
、
結
願
祭
と
豊
年
祭
の
午
前
中
に
も
行
な
わ
れ
る
。
また「旧正月」には、各オンにツカサ、スーダィ、ウャジューのほか、「カンマンガー」、「ティナ
ラ
ビ
」
が
集
ま
っ
て
、
オ
ン
の
神
に
年
頭
の
挨
拶
を
す
る
。
カ
ン
マ
ン
ガ
ー
と
は
、
各
オ
ン
の
由
来
伝
承
で
オ
ン
の
創
建
に
関
わ
っ
た
と
さ
れ
る
家
「
神
元
家
（
カ
ン
ム
ト
ゥ
ャ
ー
）
」
の
代
々
の
当
主
が
担
う
役
で
あ
り
、
各
オ
ン
の
イ
ビ
ニ
ン
ジ
ュ
を
ま
と
め
、
オ
ン
の
管
理
に
あ
た
る
。
テ
ィ
ナ
ラ
ビ
と
は
、
様
々
な
理
由
で
オ
ン
に
個
人
的
に
帰
属
す
る
女
性神役であり、一年のうち豊年祭、結願祭、九月九日、旧正月の四回の儀礼にあたり、オンでのシカ
サ
の
祈
願
を
補
佐
す
る
。
テ
ィ
ナ
ラ
ビ
の
就
任
の
背
景
に
は
、
た
と
え
ば
、
父
方
あ
る
い
は
母
方
の
祖
母
か
ら
の
継
承
、
あ
る
い
は
突
然
の
体
調
不
良
や
家
畜
の
死
な
ど
を
神
か
ら
の
知
ら
せ
と
受
け
止
め
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
テ
ィ
ナ
ラ
ビ
ヘ
の
就
任
は
、
シ
カ
サ
が
就
任
希
望
者
か
ら
の
申
し
出
を
受
け
て
、
オ
ン
で
米
粒
を
用
い
る
銭
を
行
な
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い
、
神
意
を
確
か
め
た
う
え
で
、
許
可
す
る
。
種
子
取
り
祭
の
前
夜
に
「
天
竺
」
に
の
ぼ
っ
た
火
の
神
が
、
用
事
を
済
ま
せ
て
集
落
に
降
り
て
く
る
旧
暦
の
一
月
四
日
に
、
火
の
神
へ
の
年
頭
の
挨
拶
を
行
な
う
「
火
の
神
の
願
い
」
で
は
、
旧
公
民
館
の
東
側
に
建
つ
集
落
の
火
の
神
の
祠
に
、
す
べ
て
の
ツ
カ
サ
、
ス
ー
ダ
イ
、
ム
ラ
ブ
サ
が
集
ま
り
、
新
し
い
年
に
お
け
る
火
の
神
か
ら
の
恩
恵
と
住
民
の
健
康
を
祈
願
す
る
。
ふ
か
し
芋
を
そ
な
え
て
住
民
の
健
康
を
祈
願
す
る
「
九
月
九
日
」
に
は
、
各
オ
ン
に
ツ
カ
サ
、
ス
ー
ダ
ィ
、
テ
ィ
ナ
ラ
ビ
、
カ
ン
マ
ン
ガ
ー
が
集
ま
る
。
こ
の
ほ
か
、
稲
の
作
付
け
終
了
を
神
に
報
告
し
、
農
作
物
の
神
「
ニ
ラ
ン
タ
フ
ャ
ン
」
を
群
星
オ
ン
に
迎
え
る
「
二
月
た
か
び
」
、
稲
の
初
穂
儀
礼
「
す
く
ま
願
い
」
、
季
節
の
か
わ
り
め
に
住
民
の
健
康
を
願
う
「
十
月
祭
」
は
、
各
オ
ン
に
ツ
カ
サ
、
ス
１
ダ
イ
、
ム
ラ
ブ
サ
が
集
ま
る
。
「
節
祭
」
は
、
結
願
祭
、
豊
年
祭
と
と
も
に
川
平
の
「
三
大
祭
り
」
と
さ
れ
る
大
き
な
儀
礼
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
ように、「表一」の神事日程表中、「ｎ．節祭」から「皿．神願い」までの、来訪神儀礼に始まりニラ
ン
タ
フ
ヤ
ン
の
神
送
り
に
終
わ
る
五
日
間
の
儀
礼
過
程
が
節
祭
で
あ
る
。
オ
ン
に
お
い
て
神
役
た
ち
が
公
的
な
祈
願
を
行なう他の儀礼に比し、節祭は、各家庭での年越しの儀礼としての性格が強い。まず、初日の来訪神
マュンガナシの儀礼では、オンではなく、マュンガナシを迎える各家や、マュンガナシの由来伝承に
沿
っ
た
集
落
の
外
れ
の
空
き
地
、
ま
た
マ
ュ
ン
ガ
ナ
シ
の
成
員
の
長
の
家
が
、
儀
礼
の
展
開
さ
れ
る
場
と
な
る
。
本
儀
礼
は
年
間
で
唯
一
、
オ
ン
と
関
わ
り
な
く
行
な
わ
れ
る
儀
礼
で
あ
る
。
翌
日
は
儀
礼
の
暦
上
の
大
晦
日
に
あ
た
り
、
集
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落
内
の
井
戸
を
さ
ら
う
。
か
っ
て
の
村
番
所
跡
に
あ
る
井
戸
に
つ
い
て
は
、
こ
の
日
の
午
前
中
に
井
戸
の
前
で
、
群
星
オ
ン
の
ツ
カ
サ
が
祈
願
を
行
な
う
（
「
オ
ー
セ
井
戸
願
い
」
）
。
祈
願
に
は
四
人
の
ス
ー
ダ
イ
も
伴
う
。
夕
方
に
は
各
家
で
、
海
浜
か
ら
取
っ
て
き
た
白
砂
を
撒
き
な
が
ら
家
の
周
囲
の
邪
を
払
っ
た
う
え
で
、
門
前
に
鳥
居
の
形
に
白
砂
を
敷
く
。
そ
の
後
、
年
越
し
の
膳
「
シ
ッ
フ
ル
マ
イ
」
を
用
意
し
て
食
べ
る
。
こ
の
日
は
通
常
と
は
逆
に
、
人
間
が
食
事
を
済
ま
せ
て
か
ら
、
仏
壇
に
シ
ッ
フ
ル
マ
イ
を
供
え
る
。
節
祭
三
日
月
の
「
節
祭
正
日
」
に
な
る
と
、
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
か
つ
て
は
新
年
を
祝
っ
て
村
中
徹
夜
で
歌
い
踊
り
、
こ
れ
に
そ
な
え
た
稽
古
も
前
々
か
ら
行
な
わ
れ
て
い
た
と
い
う
が
、
現
在
は
公
民
館
で
昼
過
ぎ
か
ら
、
獅
子
舞
と
、
シ
カ
サ
に
よ
る
祈
願
、
続
い
て
神
役
、
公
民
館
長
な
ど
一
部
の
人
々
に
よ
る
小
規
模
な
宴
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
節祭２曰曰の早朝、個人宅では井
戸を掃除し、蔓草を巻き、井戸の前
に白砂を盛る［2007年１１月］
節祭２日目「年の夜」の夕方、各
家の門に、海岸からとってきて乾か
しておいた白砂を、写真のように鳥
居の形に敷く［2006年１１月］
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節
祭
五
日
目
の
「
神
願
い
」
で
は
、
「
二
月
た
か
び
」
で
迎
え
ら
れ
て
半
年
間
川
平
の
農
作
業
を
見
守
っ
て
い
た
ニ
ラ
ン
タ
フ
ヤ
ン
の
神
を
集
落
か
ら
送
り
返
す
祈
願
が
行
な
わ
れ
る
。
ま
ず
こ
の
日
の
午
前
中
は
、
集
落
の
一
定
年
齢
以
上
の
女
性
が
公
民
館
の
調
理
場
に
集
ま
り
、
神
送
り
の
た
め
の
供
え
物
作
り
を
行
な
う
。
こ
の
日
の
午
後
、
シ
カ
サ
、
（６） 
スーダィ、ムラブサと、「神事部顧問」の男性、「ニームッピトゥ（荷持つ人）」役の女性一一一人が、午
後
の
早
い
時
間
に
公
民
館
に
集
ま
り
、
こ
こ
か
ら
群
星
オ
ン
ま
で
歩
い
て
行
く
。
群
星
オ
ン
で
ツ
カ
サ
達
に
よ
る
祈
願
が
行
な
わ
れ
た
後
、
こ
こ
か
ら
シ
カ
サ
と
ニ
ー
ム
ッ
ピ
ト
ゥ
の
女
性
達
の
み
が
底
地
オ
ン
に
向
か
う
。
底
地
オ
ン
で
は
、
ニ
ラ
ン
タ
フ
ヤ
ン
を
送
る
祈
願
を
行
な
う
。
夕
方
、
シ
カ
サ
達
が
底
地
オ
ン
か
ら
集
落
へ
戻
っ
て
く
る
と
、
午
前
神願いの午前中、公民館で供え物「スナ
イ」を作る女性たち。およそ六十歳を過
ぎると参加する［2006年１１月］
神願い終了後配られた「スナイ｣。野菜
(大根葉等）と海草（ツノマタ等）のニ
ンニク・味噌・ピーナッツ和え
［2007年１１月］
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以上はツカサ以外の参加者が想定されている儀礼であるが、一方で次のように、シカサ以外の人が
オンに近付くことなく行なわれる儀礼がある。水稲を播種することを神に報告する「種子取り祭」、
播
種
し
た
種
籾
か
ら
成
長
し
た
稲
を
田
に
植
え
始
め
る
こ
と
を
神
に
報
告
し
、
順
調
な
生
育
を
祈
願
す
る
「
そ
－
ら
（６） 
い」、収穫を目前に控えた稲が潮害や風害を免れるように祈願する「海止み山止み」、また麦粟を播種
す
る
こ
と
を
神
に
報
告
す
る
「
麦
粟
ぬ
種
子
出
し
」
と
、
収
穫
さ
れ
た
麦
や
豆
の
初
物
を
神
に
上
げ
る
「
麦
豆
ぬ
初
上
げ」は、シカサが各々、自らの就くオンに出向いて祈願を行なう儀礼である。シカサのみによって静
か
に
行
な
わ
れ
る
こ
れ
ら
の
儀
礼
は
、
当
日
で
も
そ
れ
が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
集
落
の
多
く
の
人
に
気
付
か
れ
な
い
ほ
ど
で
あ
る
が
、
シ
カ
サ
に
と
っ
て
は
、
シ
カ
サ
の
み
で
神
と
向
き
合
っ
て
ソ
ー
ッ
を
守
っ
て
静
粛
に
行
な
う
厳
格
な
儀
礼
と
さ
れ
て
お
り
、
調
査
者
が
オ
ン
に
同
行
す
る
こ
と
も
許
さ
れ
な
い
。
「
物
忌
み
」
を
意
味
す
る
「
ム
ノ
ン
、
ム
ヌ
ン
」
の
儀
礼
も
、
同
様
に
静
か
に
行
な
わ
れ
る
。
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
物
忌
み
の
儀
礼
で
は
、
か
っ
て
は
集
落
中
で
静
粛
を
保
ち
ヘ
ッ
カ
サ
が
海
の
近
く
の
小
屋
で
夜
籠
り
し
た
と
い
う
中に供え物作りにあたった女性達は、村はずれでツカサ達を迎え（「サカニカイ」）、合流したツヵサ
達と女性達は、そこから公民館まで、松明を灯したスーダイに囲まれながら、「ミルク節」と「節ジ
ラバ」を歌いつつ、行列して歩いて行く。公民館では神役経験者や公民館役員などイビニンジュを中
心とする多くの人が女性達を出迎え、皆で館内に入り、神送り後の祝宴「神座遊び」を開く。
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が
、
現
在
は
群
星
オ
ン
の
ツ
カ
サ
｜
人
と
、
も
う
一
人
の
ツ
カ
サ
（
他
三
人
の
ツ
カ
サ
が
交
替
で
あ
た
る
）
の
一
一
人
で
、
群
星
オ
ン
で
祈
願
す
る
の
み
と
な
っ
て
い
る
。
また、害獣防除儀礼「石払い」では、四人のツカサが共に山川オンに一晩籠るが、スーダイ達が夕
方
に
ツ
カ
サ
達
を
見
舞
い
に
行
く
ほ
か
は
、
や
は
り
他
者
が
近
付
か
な
い
な
か
で
祈
願
が
行
な
わ
れ
る
。
「
石
払
い
」
にあたり「他者が近付かない」背景には、近年の川平への移住者を含め多くの住民が、当該儀礼がそ
の
時
に
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
い
て
い
な
い
場
合
と
、
当
該
儀
礼
の
期
日
を
知
っ
て
お
り
、
そ
の
日
は
ツ
カ
サ
の
み
が
オ
ン
で
静
か
に
祈
願
す
る
こ
と
を
心
得
て
い
る
住
民
が
、
オ
ン
に
近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
場
合
と
が
重
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
年
間
の
儀
礼
に
お
い
て
、
い
ま
一
つ
の
オ
ン
へ
の
夜
籠
り
が
行
な
わ
れ
る
機
会
が
、
結
願
祭
に
ある。結願祭の一一一日前の夕方から、四つのオンのそれぞれに、シカサと、一定年齢以上のティナラビ
及びイビーーンジュの女性が籠るのだが、この時は、籠る女性の家族がオンにしばしば食事などを差し
入
れ
に
訪
れ
、
夜
籠
り
の
場
で
も
、
祈
願
を
待
つ
間
に
は
音
楽
が
流
さ
れ
る
な
ど
賑
や
か
に
行
な
わ
れ
、
他
者
を
寄
せ
付
け
な
い
ま
ま
食
物
な
ど
に
も
禁
忌
を
も
っ
て
臨
む
石
払
い
の
夜
籠
り
と
は
対
象
的
で
あ
る
。
年間の儀礼の中で最も「願いが深い」と言われる「や－ら願い」に際しては、儀礼の場に人々が近
付
い
て
は
な
ら
な
い
こ
と
が
集
落
中
に
周
知
さ
れ
る
。
こ
の
日
は
、
オ
ン
に
近
付
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
祈
願
の
た
め
に
オ
ン
か
ら
オ
ン
へ
歩
く
シ
カ
サ
に
誰
も
会
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
が
、
川
平
の
小
中
学
校
を
含
め
て
集
落
全
体
に
告
知される。
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②
参
加
者
の
減
少
前
項
で
見
た
よ
う
に
、
川
平
の
年
間
の
儀
礼
は
、
各
儀
礼
に
求
め
ら
れ
る
参
加
人
数
が
異
な
り
、
儀
礼
ご
と
に
実
施
の
規
模
の
大
小
が
あ
る
。
筆
者
が
調
査
を
開
始
し
た
二
○
○
○
年
以
降
、
神
事
部
を
構
成
す
る
シ
カ
サ
四
人
、
ス
ー
ダ
イ
・
ム
ラ
ブ
サ
各
四
人
の
定
員
数
は
満
た
さ
れ
て
お
り
、
シ
カ
サ
の
み
、
あ
る
い
は
ツ
カ
サ
を
中
心
と
す
る
神
役
の
み
で
実
施
す
る
儀
礼
に
関
し
て
は
、
こ
の
一
○
年
間
で
参
加
者
の
人
数
に
関
し
て
大
き
な
変
化
は
見
ら
れ
な
い
。
一
方
で
、
ウ
ヤ
ジ
ュ
ー
の
参
加
が
求
め
ら
れ
る
朝
参
り
や
、
テ
ィ
ナ
ラ
ビ
、
イ
ビ
ニ
ン
ジ
ュ
の
女
性
の
参
加
が
求
め
ら
れ
る
結願祭の夜籠りなど、儀礼において不特定多数の住民の参加が求められる場面では、年を追って人数
が減る傾向にある。具体的な数字を次に掲げる。
こ
の
よ
う
に
、
年
間
の
儀
礼
へ
の
人
々
の
参
加
形
態
は
様
々
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
儀
礼
は
、
集
落
中
の
人
々
が
オ
ン
に
集
ま
る
も
の
か
ら
、
シ
カ
サ
以
外
は
オ
ン
に
近
づ
か
な
い
中
で
行
な
わ
れ
る
も
の
、
さ
ら
に
は
ツ
カ
サ
の
姿
を
見
る
こ
と
も
禁
じ
ら
れ
て
い
る
も
の
ま
で
、
そ
の
規
模
は
様
々
で
あ
る
。
先
に
、
儀
礼
が
時
間
を
経
て
変
化
す
る
時
の
傾
向
と
し
て
、
当
初
の
儀
礼
過
程
に
含
ま
れ
て
い
た
多
様
な
内
容
が
、
オ
ン
で
の
シ
カ
サ
に
よ
る
祈
願
に
収
数
す
る
傾
向
を
指
摘
し
た
が
、
共
時
的
な
観
点
か
ら
は
ま
た
、
様
々
な
規
模
で
行
な
わ
れ
る
年
間
の
儀
礼
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
（
マ
ュ
ン
ガ
ナ
シ
儀
礼
以
外
）
を
、
シ
カ
サ
に
よ
る
祈
願
が
貫
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
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ｂ
・
結
願
祭
の
夜
籠
り
に
参
加
す
る
一
定
年
齢
以
上
の
「
テ
ィ
ナ
ラ
ビ
」
と
、
「
イ
ビ
ニ
ン
ジ
ュ
」
の
女
性
の
総
数
二
○
○
六
年
群
星
オ
ン
》
七
人
、
山
川
オ
ン
》
五
人
、
宮
鳥
オ
ン
二
一
一
人
（
内
一
人
は
深
夜
は
帰
宅
）
、
浜
崎
オ
ン
”
四
人
一
一
○
○
七
年
群
星
オ
ン
》
四
人
（
う
ち
一
人
は
深
夜
は
帰
宅
）
、
山
川
オ
ン
や
四
人
、
宮
鳥
オ
ン
ぃ
一
人
、
浜
崎
オ
ン
癖
四
人
二
○
一
○
年
群
星
オ
ン
エ
ハ
人
、
そ
の
他
の
オ
ン
に
つ
い
て
は
未
確
認
ｃ
，
節
祭
五
日
目
の
神
願
い
に
お
け
る
供
物
作
り
と
、
夕
方
に
ツ
カ
サ
を
迎
え
る
サ
カ
ニ
カ
イ
に
参
加
す
る
、
｜
定
年
齢
以
上
の
女
性
一
一
○
○
○
年
供
物
作
り
卵
一
一
一
○
人
前
後
、
サ
カ
ニ
カ
イ
ニ
’
○
人
前
後
ａ・豊年祭の朝参りにおけるウヤジュー（｜定年齢以上の男性）
一
一
○
○
四
年
一
三
人
二
○
○
六
年
一
○
人
二
○
○
八
年
一
五
人
（一九八一一一年二五人、一九八六年二一一人、中澤一九八七》一一一一一○）
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以
上
の
う
ち
、
ま
ず
、
「
ａ
・
豊
年
祭
の
朝
参
り
に
お
け
る
ウ
ャ
ジ
ュ
ー
ニ
定
年
齢
以
上
の
男
性
）
」
に
つ
い
て
、
中
澤
章
浩
の
調
査
し
た
一
九
八
○
年
代
の
ウ
ャ
ジ
ュ
ー
の
人
数
と
比
べ
る
と
、
低
い
数
字
で
推
移
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
年
間
に
四
回
行
な
わ
れ
る
朝
参
り
の
う
ち
、
豊
年
祭
は
最
も
多
く
の
ウ
ャ
ジ
ュ
ー
の
参
加
が
見
込
ま
れ
るのだが、これ以外の「草葉願い」や、結願祭直後の「世願い」の朝参りは、｜桁台の人数しか参加
者がいないという場合も、近年では増えている。次に、「ｂ・結願祭の夜篭りに参加する一定年齢以
上の「ティナラビ』と、『イビーーンジュ』の女性の総数」であるが、これについては先行研究から過
去の人数を確認することができないが、後で見るシカサの談話においては、かつては「小屋（オン内
の
拝
殿
、
オ
ン
ヤ
ー
の
こ
と
）
に
入
り
き
れ
な
い
ほ
ど
多
く
の
人
が
オ
ミ
ャ
（
オ
ン
の
こ
と
）
に
来
た
」
と
言
わ
れ
て
お
り
、
オ
ン
ヤ
ー
の
広
さ
か
ら
考
え
て
一
五
人
前
後
、
少
な
く
と
も
一
○
人
前
後
か
そ
れ
以
上
の
女
性
が
集
ま
っ
た
と
二
○
○
六
年
二
○
○
七
年
二
○
○
九
年
二
○
一
○
年
供
物
作
り
二
一
七
人
、
サ
カ
ニ
カ
ィ
”
九
人
十
婦
人
会
長
一
人
十
婦
人
会
か
ら
の
女
性
一
人
供
物
作
り
二
一
○
人
、
サ
カ
ニ
カ
イ
ニ
ハ
人
十
婦
人
会
長
一
人
供
物
作
り
二
七
人
、
サ
カ
ニ
カ
イ
ニ
○
人
十
婦
人
会
長
一
人
十
婦
人
会
か
ら
の
女
性
二
人
供
物
作
り
二
七
人
、
サ
カ
ニ
カ
イ
》
九
人
十
婦
人
会
長
一
人
十
婦
人
会
か
ら
の
女
性
二
人
十
そ
れ
以
外
の
女
性
五
人
（
一
九
八
九
年
供
物
作
り
二
一
九
人
、
比
嘉
一
九
九
二
が
八
九
）
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先
の
「
ａ
」
～
「
ｃ
」
に
お
け
る
「
一
定
年
齢
以
上
」
の
「
｜
定
年
齢
」
に
つ
い
て
、
『
川
平
村
の
歴
史
』
で
は
、
「ａ」～「ｃ・」とも、「もともと四九歳以上だが現在（同書刊行当時の一九七六年、引用者注）は五六役
歳以上」（川平村の歴史編纂委員会［編］一九七六卵九一一、九五、’’一一六）とされている。もともと剛
の「四九歳」という年齢の区切りは、琉球王国時代の人頭税制度での、年齢の区切りと関わる（川平伽
Ｉ
 
村の歴史編纂委員会［編］一九七六血五一、牧野一九七一一卵一七一）。人頭税制度では、四九歳（数噸
し
えで五○歳）が、納税義務の終了する年齢だった。納税義務の終了する年齢を迎え、いわば働きざか鮒
１
 
り
の
時
期
を
過
ぎ
た
男
女
が
、
シ
カ
サ
や
ス
ー
ダ
イ
と
と
も
に
祈
願
行
為
に
加
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
３
 
１
 
ある。
考
え
ら
れ
、
現
在
の
参
加
者
は
や
は
り
少
な
く
、
人
数
は
減
少
傾
向
に
あ
る
と
言
え
る
。
「
ｃ
・
節
祭
五
日
目
の
神
願
い
に
お
け
る
供
物
作
り
と
、
夕
方
に
ツ
カ
サ
を
迎
え
る
サ
カ
ニ
カ
イ
に
参
加
す
る
、
一
定
年
齢
以
上
の
女
性
」
も
、
比
嘉
康
雄
の
調
査
し
た
一
九
八
九
年
や
、
筆
者
の
二
○
○
○
年
の
調
査
時
か
ら
、
人
数
が
減
少
傾
向
に
あ
る
。
と
く
に
、
夕
方
に
村
は
ず
れ
で
ツ
カ
サ
を
迎
え
る
サ
カ
ニ
カ
イ
の
人
手
不
足
は
川
平
の
人
々
も
懸
念
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
を
受
け
て
二
○
○
六
年
以
降
は
、
従
来
サ
カ
ニ
カ
イ
に
参
加
す
る
「
老
人
ク
ラ
ブ
」
の
年
齢
層
よ
り
も
一
段
若
い
「婦人会」から、人員が派遣されるようになっている。
以
上
の
よ
う
な
、
儀
礼
に
不
特
定
多
数
の
参
加
者
が
求
め
ら
れ
る
場
面
で
の
人
数
減
少
の
背
景
に
は
、
ま
ず
、
「
一
定
年
齢
以
上
の
」
と
い
う
参
加
者
の
条
件
と
し
て
の
「
一
定
年
齢
」
の
下
限
が
、
上
が
り
続
け
て
い
る
と
い
う
事
情
が
Hosei University Repository
し
か
し
、
儀
礼
に
参
加
す
る
人
の
年
齢
は
一
九
七
六
年
時
点
で
「
五
六
歳
以
上
」
と
な
り
、
そ
の
後
も
平
成
一
五
（二○○一一一）年度のスーダイが作成した「神事部記録」では、「ａ」について、六六歳以上の男性が
参
加
す
る
も
の
と
い
う
よ
う
に
年
齢
が
上
が
っ
て
い
る
。
ま
た
二
○
○
六
～
二
○
○
八
年
の
筆
者
に
よ
る
聞
き
取
り
調
査では、「ｂ」、「ｃ，」の供物作りについて、「六○歳になったらそろそろ」とのことだった。このよ
う
に
、
も
と
も
と
は
四
九
歳
以
上
が
参
加
す
る
も
の
だ
っ
た
の
が
、
年
を
追
っ
て
、
よ
り
高
齢
に
な
っ
て
か
ら
の
参
加
へ
と
、
年
齢
の
下
限
が
移
行
し
て
い
る
。
さ
ら
に
近
年
は
、
。
定
年
齢
」
に
達
し
て
も
儀
礼
に
参
加
し
な
い
人
も
増
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
新
規
の
参
加
者
が
少
な
く
、
高
齢
に
よ
り
不
参
加
に
な
る
人
の
欠
員
分
が
埋
ま
ら
な
い
と
い
う
事
態
に
な
っ
て
い
る
。
不
参
加
の
個
別
的
な
事
情
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
「
ｂ
］
に
関
し
て
は
、
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
な
ど
の
設
備
の
点
で
一
般
の
家
屋
よ
り
も
不
便
な
オ
ン
に
泊
ま
る
こ
と
へ
の
、
若
い
世
代
の
人
々
の
抵
抗
感
が
あ
る
。
ま
た
、
「
ｂ
，
」
と
「
ｃ
」
に
共
通
す
る
理
由
と
し
て
は
、
足
腰
が
弱
っ
て
お
り
、
オ
ン
ャ
ー
の
板
の
間
で
長
時
間
に
わ
た
り
寝
起
き
し
祈
願
を
す
る
こ
と
の
困
難
、
ま
た
村
は
ず
れ
ま
で
歩
い
て
い
っ
て
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
公
民
館
ま
で
歩
く
う
え
で
の
困
難
が
、
し
ば
し
ば
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
全
体
と
し
て
儀
礼
へ
の
参
加
者
が
減
少
し
て
い
る
今
日
の
儀
礼
の
状
況
に
対
し
、
一
人
の
ツ
カ
サ
は
次
の
よ
う
に
語
る
。
自
分
が
カ
ミ
シ
（
神
司
、
シ
カ
サ
の
こ
と
）
に
立
っ
た
時
（
就
任
し
た
当
初
）
は
、
先
輩
の
方
が
大
勢
い
た
。
キ
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人
々
と
神
と
を
媒
介
す
る
役
割
を
長
年
に
わ
た
り
果
た
し
て
き
た
ツ
カ
サ
は
、
儀
礼
へ
の
参
加
者
の
減
少
と
い
う
面
で儀礼の規模が縮小している今日の状況について、神に対して責任を強く感じている。集落の豊穣、
具
体
的
に
は
農
作
業
の
成
功
、
ま
た
人
々
の
健
康
と
い
う
、
集
落
の
人
々
に
つ
い
て
の
願
い
を
、
集
落
に
お
け
る
唯
一
の
媒
介
者
と
し
て
神
に
届
け
て
き
た
ツ
カ
サ
は
、
儀
礼
へ
の
参
加
者
が
減
少
傾
向
に
あ
る
現
在
、
今
度
は
神
の
側
の
望
み
ｌ
神
が
〃
寂
し
く
な
い
〃
か
た
ち
で
の
儀
礼
を
行
な
う
こ
と
ｌ
を
ツ
カ
サ
と
し
て
汲
み
取
っ
て
、
現
況
を
憂
慮
し
て
シ
ガ
ン
（
結
願
祭
）
で
籠
る
時
や
九
月
九
日
に
は
、
小
屋
（
オ
ン
内
の
拝
殿
、
オ
ン
ヤ
ー
の
こ
と
）
に
入
り
き
れ
な
い
ほ
ど
多
く
の
人
が
オ
ミ
ャ
（
オ
ン
の
こ
と
）
に
来
た
。
そ
し
て
、
年
の
う
え
で
の
先
輩
・
後
輩
に
関
係
な
く
、
カ
ミ
シ
に
対
し
て
、
人
々
は
入
っ
て
く
る
と
、
ゴ
ザ
に
頭
が
つ
く
ほ
ど
に
ひ
れ
ふ
し
た
。
こ
と
ば
遣
い
も
、
方
言
の
、
あ
が
め
る
こ
と
ば
。
最
近
は
オ
ミ
ヤ
に
入
る
人
が
少
な
く
、
入
る
人
で
も
、
神
さ
ま
の
こ
と
や
ツ
カ
サ
の
仕
事
の
こ
と
を
よ
く
分
か
っ
て
い
な
い
人
が
多
い
よ
う
だ
。
ず
っ
と
昔
か
ら
続
い
て
き
た
も
の
を
、
自
分
の
代
で
お
し
ま
い
に
す
る
の
は
い
や
な
の
で
、
何
と
か
次
の
世
代
に
残
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
行
事
を
盛
ん
に
す
る
の
は
、
神
さ
ま
の
た
め
で
も
あ
る
。
九
月
九
日
や
、
世
願
い
の
朝
参
り
の
時
は
、
来
た
人
の
こ
と
も
、
カ
ン
フ
ッ
で
唱
え
上
げ
る
。
こ
の
時
来
た
人
が
少
な
い
と
、
神
さ
ま
も
寂
し
い
だ
ろ
う
。
神
さ
ま
の
た
め
に
も
、
多
く
の
人
に
来
て
も
ら
い
た
い
。
（
’
九
五
○
年
生
、
一
九
八
四
年
就
任
の
ツ
カ
サ
よ
り
、
ご
自
宅
前
に
て
、
二
○
○
七
年
一
○
月
に
聞
き
取
り
）
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先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
川
平
の
儀
礼
は
農
作
業
、
と
く
に
米
作
の
過
程
に
具
体
的
に
沿
っ
た
内
容
を
も
っ
て
展
開
し
ていく。しかし一方で、一九九四年十一一月の時点で農家人口は五九戸一八九人と、集落の全戸の六分
の
一
～
七
分
の
一
程
度
に
減
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
川
平
で
の
現
在
の
主
作
物
は
サ
ト
ウ
キ
ビ
で
あ
り
、
二
○
二
年
現
在
で
米
を
作
る
農
家
は
四
～
五
軒
に
な
っ
て
お
り
、
儀
礼
で
そ
の
豊
作
が
祈
願
さ
れ
る
麦
、
豆
、
粟
な
ど
の
米
以
外
の作物については、ほとんど作られていないという状況である。また、儀礼の暦が沿う対象となって
い
る
米
の
品
種
は
、
八
重
山
で
明
治
時
代
頃
ま
で
盛
ん
に
作
ら
れ
て
い
た
も
の
で
、
現
在
の
品
種
（
二
期
作
の
可
能
な
「トョニシキ」）とは異なっているため、とくに播種の時期について、儀礼と米作りの対応がなくなっ
ている。本節では、このように現在の人々の生活と完全には一致しない儀礼の枠組みと、現在の人々
が
行
な
う
米
作
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
検
討
し
て
い
く
。
い→ＣＬ」一一一一□え→６．
①
米
作
農
家
の
農
作
業
と
、
集
落
の
儀
礼
まず、現在も米作りを続ける農家の一軒のご夫婦（Ｔ氏夫妻）への、実際の米作と儀礼の日程との
三
今
日
の
生
業
と
儀
礼
ｌ
米
の
場
合
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関
係
に
つ
い
て
の
聞
き
取
り
調
査
に
よ
る
資
料
を
掲
げ
る
。
（
Ｔ
氏
妻
）
種
取
り
も
、
今
は
、
箱
苗
。
世
の
中
は
変
わ
っ
て
か
ら
。
苗
代
な
ん
か
も
、
カ
ン
ダ
タ
ー
な
ん
か
も
つ
か
わ
な
い
で
し
よ
、
今
は
箱
苗
、
機
械
植
え
だ
か
ら
、
お
う
ち
の
庭
で
苗
も
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
川
平
村
の
う
し
ろ
の
荒
れ
は
て
て
い
る
た
ん
ぼ
は
、
み
ん
な
苗
代
を
お
ろ
す
ナ
ー
ス
ダ
ー
だ
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
、
今
は
箱
苗
に
か
わ
り
ま
し
て
、
ま
す
が
小
さ
い
で
し
よ
、
土
地
改
良
も
さ
れ
て
い
な
い
も
の
だ
か
ら
、
手
植
え
す
る
人
も
い
な
い
し
、
荒
れ
放
題
に
な
っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
。
よ
い
た
れ
ど
り
し
て
か
ら
、
水
に
つ
け
た
り
、
発
芽
さ
せ
た
り
、
し
た
ん
で
す
よ
ね
。
で
も
今
は
、
苗
代
で
や
る
の
で
な
い
か
ら
、
箱
苗
だ
か
ら
、
行
事
は
、
種
子
取
り
祭
と
は
関
係
な
い
で
す
。
一月三日にやるのではなくて（この年の種子取り祭は新暦の一月一一一日だった。筆者注）、苗おろ
す
の
は
、
自
分
の
、
あ
れ
に
あ
わ
し
て
や
る
。
（
Ｔ
氏
夫
）
今
は
、
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
に
あ
わ
せ
て
、
や
っ
て
い
る
も
ん
で
す
か
ら
、
七
月
ま
で
に
、
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
は
動
く
も
ん
で
す
か
ら
、
そ
の
あ
と
は
動
か
な
い
し
。
昔
は
、
台
中
米
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
い
ま
の
、
ト
ョ
ニ
シ
キ
は
、
も
う
短
期
間
で
一
○
○
日
で
収
穫
で
き
る
も
の
で
す
か
ら
。
川
平
の
種
子
取
り
祭
の
日
程
が
あ
る
も
の
で
す
か
ら
、
そ
れ
は
そ
れ
で
や
っ
て
…
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（Ｔ氏妻）はい、もう終わってから。苗おろすのは、一月、二月前には。｜回ではやらない。’一一
箇所の田んぼごとに一一一回にわけてやる。種を箱に、箱苗に、おろして、水に一一百（さんにち）つ
けるんですよね、一一一日二晩（ふたばん）。つけてからそれを出して、いちおう発芽させるんです
し
て
、
フ
サ
パ
ー
（
草
葉
）
願
い
な
ん
か
、
ま
た
ス
ク
マ
願
い
は
、
ち
ょ
う
ど
、
こ
れ
に
合
い
ま
す
。
（
Ｔ
氏
妻
）
は
い
。
穂
を
と
っ
て
き
て
、
皮
を
む
い
て
、
ス
ク
マ
願
い
の
と
き
は
、
玄
米
に
し
て
。
こ
の
ス
ク
マ
も
す
ん
で
か
ら
が
、
お
米
の
収
穫
が
は
じ
ま
る
ん
で
す
よ
ね
。
（
Ｔ
氏
妻
）
は
い
。
ス
ク
マ
や
っ
た
ら
、
収
穫
で
す
よ
ね
。
ス
ク
マ
か
ら
、
行
事
が
は
じ
ま
る
。
（澤井）スクマや、豊年祭の頃は、今作っているお米と合うんですか。
（澤井）今のお米の作り方と…。
（澤井）今年だったら一月三日の種子取り祭あとに、種をおろして…
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で
き
て
か
ら
が
、
豊
年
祭
、
収
穫
が
み
ん
な
終
わ
る
か
ら
が
、
豊
年
祭
。
米
を
セ
ン
タ
ー
に
お
さ
め
て
、
そ
の
お
金で豊年祭やる。
ラ
ィ
ス
セ
ン
タ
ー
は
、
石
垣
島
に
一
軒
し
か
な
い
か
ら
、
み
ん
な
あ
ち
こ
ち
、
お
米
は
み
ん
な
同
じ
で
す
よ
。
日
に
ち
は
み
ん
な
同
じ
。
畑の仕事なら、こどもたちもちょっと手伝うけれど、今のこどもなんかはもう田んぼ作る、お米
作
る
っ
て
い
う
こ
と
は
な
い
で
す
ね
。
（一一○○八年一一一月、Ｔ氏のご自宅における聞き取り調査から。夫妻とも、’九三七年生）
き
ま
し
た
。
よ
れ
、
ぱ
っ
と
芽
が
あ
い
た
ら
、
そ
れ
か
ら
が
、
箱
苗
に
ち
ゃ
ん
と
士
を
入
れ
て
、
機
械
で
お
ろ
し
て
、
そ
れ
を
ま
た
、
ち
ゃ
ん
と
ま
た
あ
た
た
か
い
と
こ
ろ
に
お
い
て
。
士
か
ら
箱
の
、
お
ろ
し
て
る
の
も
、
芽
が
ぱ
っ
と
出
て
き
た
ら
、
こ
ん
ど
は
ま
た
ハ
ウ
ス
に
う
つ
す
ん
で
す
よ
ね
。
も
し
、
お
米
を
一
月
三
○
日
に
、
も
し
土
に
お
ろ
す
な
ら
、
｜
月
一
一
八
か
二
九
日
に
水
に
つ
け
る
ん
で
す
よ
ね
、
そ
し
て
、
ふ
た
ば
ん
三
日
つ
け
た
ら
出
し
て
、
袋
に
入
れ
て
、
あ
た
た
め
て
、
お
米
が
ぱ
っ
と
、
芽
出
す
よ
う
に
よ
、
ち
っ
ち
ゃ
く
ぱ
っ
と
割
れ
た
ら
、
も
う
す
ぐ
こ
の
箱
苗
つ
く
ら
ん
と
い
か
ん
。
ことしは一月に一回、一一月の一○日ぐらいして一一回めやって、一一月一杯で三つの田んぼの分がで
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以
上
の
Ｔ
氏
夫
妻
の
お
話
か
ら
は
、
か
つ
て
の
米
作
り
と
現
在
の
米
作
り
と
で
変
わ
っ
た
こ
と
と
し
て
、
米
の
品
種
の
ほ
か
に
、
育
苗
方
法
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
川
平
の
人
々
の
居
住
地
近
く
に
は
、
今
も
「
カ
ン
ダ
タ
ー
（
神
田
と
「ウンダター」「イリゥナース（西苗代）」「アリゥナース（東苗代）」などと呼ばれる草地があるが、
か
つ
て
は
こ
れ
ら
の
苗
代
田
に
、
種
か
ら
発
芽
し
た
苗
が
お
ろ
さ
れ
て
い
た
。
対
し
て
現
在
は
、
こ
れ
ら
の
苗
代
田
は
使
わ
れ
て
お
ら
ず
、
自
宅
の
庭
で
箱
を
利
用
し
て
育
苗
が
行
な
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
以
上
の
聞
き
取
り
調
査
を
ふ
ま
え
、
次
に
、
今
日
の
米
作
り
と
儀
礼
の
一
致
す
る
部
分
と
一
致
し
な
い
部
分
に
つ
い
て検討する。
②
今
日
の
生
業
と
儀
礼
ｌ
一
致
す
る
部
分
と
一
致
し
な
い
部
分
生
業
（
稲
作
）
と
儀
礼
の
一
致
・
不
一
致
が
と
く
に
問
題
に
な
っ
て
く
る
の
は
、
稲
作
の
過
程
に
具
体
的
に
沿
っ
た
儀
礼
が
行
な
わ
れ
る
期
間
、
す
な
わ
ち
神
事
日
程
表
中
の
「
種
子
取
り
祭
」
～
「
豊
年
祭
」
の
期
間
で
あ
る
。
Ｔ
氏
夫
妻
に
よ
れ
ば
、
こ
の
期
間
の
前
半
の
、
「
種
子
取
り
祭
」
～
「
二
月
む
の
ん
」
の
時
期
は
、
儀
礼
と
生
業
の
時
期
が
合
わない。一方、稲作に沿った儀礼が後半に至って、「草葉願い」、「すくま祭り」、「豊年祭」の頃にな
る
と
、
儀
礼
と
生
業
の
時
期
が
合
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
儀
礼
の
暦
と
合
う
米
の
品
種
（
在
来
米
、
台
中
米
）
と
、
今
日
の
川
平
で
作
ら
れ
て
い
る
米
の
品
種
（
ト
ョ
ニ
シ
キ
）
が
異
な
る
こ
と
が
、
儀
礼
と
現
在
の
生
業
の
進
行
状
況
が
不
一
致
に
な
る
原
因
で
あ
る
。
ト
ョ
ニ
シ
キ
は
、
か
つ
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③
今
曰
の
生
業
と
儀
礼
Ｉ
｜
致
し
な
い
部
分
、
儀
礼
上
の
論
理
で
進
め
る
部
分
先に見たように、米作りと儀礼の暦が一致しないのは、米作りの前半部分、儀礼で言えば「種子取役
り祭」から「’一月むのん」の頃までである。この期間の儀礼の日程は、現実の米作りの進み具合は考梛女
慮されることはなく、川平に代々継承されてきた儀礼の日程の取り方にしたがって策｛正される。たとと化
えば、「そ１らい」は「種子取り祭」から数えて三七日か四九日後に行なわれるべきとされているが、噸
し
在来米や台中米の生育暦に合うこの日取りの仕方は、現在の川平で作られているトョーーシキとは合わ餅
ない。そもそも、播種儀礼である「種子取り祭」と、現在の米の播種の時期がずれていることから、
て
作
ら
れ
て
い
た
米
よ
り
も
短
期
間
二
○
○
日
）
で
収
穫
で
き
て
し
ま
う
。
そ
の
た
め
、
現
在
の
米
作
農
家
で
は
、
米
の
播
種
は
、
種
子
取
り
祭
（
例
年
一
二
月
中
旬
以
降
～
一
月
初
旬
）
と
関
わ
り
な
く
、
種
子
取
り
祭
よ
り
も
後
の
時
期
の
、
一
月
中
旬
以
降
～
二
月
末
の
間
に
行
な
う
。
一
方
、
現
在
の
農
事
暦
に
お
い
て
米
の
収
穫
が
完
了
す
る
の
は
、
六
月
上
旬
頃
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
石
垣
島
の
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
の
稼
動
時
期
に
合
わ
せ
た
段
取
り
で
あ
る
と
同
時
に
、
儀
礼
の
暦
に
お
け
る
豊
年
祭
の
時
期
と
合
う
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
豊
年
祭
で
は
、
儀
礼
と
生
業
の
時
期
が
一
致
す
る
。
先
に
、
「
豊
年
祭
、
収
穫
が
み
ん
な
終
わ
る
か
ら
が
、
豊
年
祭
。
米
を
セ
ン
タ
ー
に
お
さ
め
て
、
そ
の
お
金
で
豊
年
祭
や
る
」
と
言
わ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
米
の
品
種
の
替
わ
っ
た
今
日
も
、
米
の
収
穫
感
謝
儀
礼
と
し
て
の
豊
年
祭
の
意
義
が
生
き
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
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④
今
曰
の
生
業
と
儀
礼
ｌ
｜
致
す
る
（
さ
せ
る
）
部
分
米作りの後半期は、実際の米作りと、「草葉願い」、複数の物忌みの儀礼、「すくま祭り」、「豊年祭」
の
時
期
が
合
っ
て
く
る
。
こ
の
時
期
の
儀
礼
は
、
前
半
期
と
は
対
照
的
に
、
シ
カ
サ
以
外
の
人
々
も
参
集
し
て
行
な
う
儀礼が増えてくるが、シカサによる儀礼日程の策定においても、実際の米作りと儀礼日程との一致が
も
、
「
そ
－
ら
い
」
と
「
種
子
取
り
祭
」
の
間
隔
は
、
現
在
の
米
作
り
と
は
無
関
係
の
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
「
そ
－
ら
い
」
と
「
種
子
取
り
祭
」
の
間
隔
は
、
伝
統
的
な
方
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
。
よ
り
具
体
的
に
言
え
ば
、
た
と
え
ス
ー
ダ
ィ
等
が
「
そ
－
ら
い
」
と
「
種
子
取
り
祭
」
の
間
隔
を
伝
統
的
な
日
数
か
ら
違
え
よ
う
と
の
意
見
を
出
し
ても、シカサがこれを許さないのである（二○○二年退任のツカサより、一一○○四年六月に聞き取り）。
そ
も
そ
も
、
年
間
を
通
し
た
儀
礼
の
日
取
り
は
、
シ
カ
サ
が
中
心
と
な
っ
て
決
め
る
。
一
節
に
お
い
て
ふ
れ
た
が
、
例
年
、
一
二
月
初
旬
に
新
年
の
暦
が
発
売
さ
れ
る
と
、
就
任
期
間
が
最
長
の
ツ
カ
サ
が
各
日
の
干
支
を
勘
案
し
な
が
ら
、
新
暦
の
一
月
～
’
二
月
の
期
間
に
つ
い
て
、
年
間
の
儀
礼
日
程
を
策
定
す
る
。
そ
の
日
程
に
、
他
の
シ
カ
サ
や
、
当
該
年
度
の
ス
ー
ダ
ィ
た
ち
が
検
討
を
く
わ
え
、
最
終
的
に
新
年
の
儀
礼
日
程
を
確
定
し
、
「
川
平
村
神
事
日
程
表
」
を
作
成
、
各
戸
に
配
る
と
い
う
流
れ
に
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
ツ
カ
サ
た
ち
は
、
伝
統
的
な
方
法
で
定
め
た
、
米
作
の
前
半
期
の
儀
礼
日
程
ｌ
こ
の
期
間
の
儀
礼
は
、
ツ
ヵ
サ
達
の
み
で
行
な
う
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
ｌ
を
、
儀
礼
実
施
の
段
階
に
至
る
ま
で
固
守
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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ま
ず
、
毎
年
一
二
月
の
儀
礼
日
程
策
定
時
点
で
、
「
豊
年
祭
」
と
「
結
願
祭
」
は
二
通
り
の
日
程
が
組
ま
れ
る
こ
と
が多い。一一○○○年以降、筆者が把握している範囲では、一一○○四、一一○○七、一一○○八、二○○
九、二○’○、二○｜｜年に、「豊年祭」と「結願祭」の両方あるいはいずれかの日程が一一通り取ら
れ
て
い
る
。
各
日
の
干
支
に
よ
り
相
応
し
い
日
を
二
通
り
取
っ
て
お
き
、
そ
の
年
の
米
の
出
来
具
合
を
見
な
が
ら
、
最
終
的
に
日
程
を
決
め
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
儀
礼
日
程
の
策
定
方
の
ほ
か
に
、
次
の
よ
う
に
ツ
カ
サ
の
話
す
こ
と
か
ら
は
、
シ
カ
サ
が
儀
礼
と
現
実
の
米
作
の
一
致
を
気
に
か
け
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
考
慮
さ
れ
る
。
今
年
は
雨
が
少
な
め
で
、
（
稲
の
）
植
え
始
め
も
遅
か
っ
た
か
ら
、
プ
ー
ム
ノ
ン
（
穂
ぬ
む
の
ん
）
に
穂
が
で
き
て
い
る
か
心
配
で
、
田
に
見
に
行
っ
た
ら
、
ち
ゃ
ん
と
花
が
咲
い
て
穂
に
な
っ
て
い
た
よ
。
ス
ク
マ
に
も
、
お
米
が
間
に
合
う
か
な
－
と
思
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
数
日
前
に
農
村
セ
ン
タ
ー
の
視
察
で
、
ど
こ
も
実
っ
て
い
て
安
心
した。
（
二
○
○
四
年
六
月
、
ス
ク
マ
祭
の
実
施
さ
れ
る
オ
ン
に
お
け
る
、
ツ
カ
サ
ヘ
の
聞
き
取
り
か
ら
。
シ
カ
サ
は
、
’九四○年生、一九六九年就任）
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川
平
の
年
間
の
儀
礼
の
一
つ
に
、
「
麦
豆
ぬ
初
上
げ
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
従
来
、
実
っ
た
麦
や
豆
の
初
物
を
神
に
上
げ
る
収
穫
感
謝
儀
礼
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
川
平
で
は
、
’
九
五
○
年
代
の
半
ば
に
麦
・
豆
が
作
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
ま
ず
、
初
上
げ
の
儀
礼
そ
の
も
の
を
存
続
す
る
か
ど
う
か
が
検
討
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
の
時
の
経
緯
を
知
る
元
ツ
カ
サ
は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。
本
稿
の
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
「
神
信
心
の
深
い
村
」
と
し
て
の
川
平
に
は
、
数
多
く
の
儀
礼
が
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
の
儀
礼
は
本
節
で
見
た
よ
う
に
、
現
在
な
さ
れ
て
い
る
米
作
り
と
完
全
に
一
致
し
て
い
る
わ
け
で
も
、
ま
た
完
全
に
乖
離
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
く
、
合
わ
な
い
部
分
に
つ
い
て
は
伝
統
的
な
儀
礼
日
程
の
策
定
方
法
を
優
先
さ
せ
て
儀
礼
を
遂
行
し
て
ゆ
き
、
合
う
部
分
に
つ
い
て
は
、
儀
礼
日
程
と
実
際
の
米
作
り
が
一
致
す
る
よ
う
に
考
慮
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
儀
礼
と
現
実
の
米
作
り
と
の
一
致
・
不
一
致
を
考
慮
し
、
采
配
す
る
最
大
の
主
体
は
、
儀
礼
日
程
の
策
定
か
ら
儀
礼
を
実
施
す
る
段
に
至
る
ま
で
大
き
な
影
響
力
を
も
つ
女
性
神
役
の
ツ
カ
サ
で
あ
る
こ
と
を
本
節
に
お
い
て
述
べ
た
が
、
次
節
で
は
ツ
カ
サ
に
よ
る
さ
ら
に
具
体
的
な
儀
礼
へ
の
関
わ
り
と
し
て
の
、
儀
礼
内
容
改
変
の
事
例
を
見
て
い
き
た
い
。
四
生
業
の
変
化
と
儀
礼
実
践
－
麦
の
場
合
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こ
こ
で
語
ら
れ
る
よ
う
に
、
一
九
五
五
、
六
年
頃
、
麦
や
豆
は
川
平
で
実
際
に
は
作
ら
れ
な
く
な
っ
た
が
、
麦
や
豆
（７） 
に
つ
い
て
の
儀
礼
は
省
く
こ
と
は
せ
ず
に
、
存
続
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
ま
ず
、
「
垂
曰
か
ら
ず
っ
と
続
い
て
き
た
も
の
を
自
分
の
代
で
途
絶
え
さ
せ
る
の
が
い
や
だ
っ
た
か
ら
」
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
「
種
子
出
し
を
し
た
ら
初
上
げ
を
し
な
い
と
お
か
し
い
の
で
」
と
い
う
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
「
麦
豆
ぬ
初
上
げ
」
の
約
半
年
前
に
「
麦
豆
ぬ
種
子
出
し
」
の
儀
礼
を
行
な
っ
て
い
る
の
で
、
播
種
儀
礼
を
し
て
お
い
麦
、
粟
、
豆
は
、
自
分
が
ツ
カ
サ
に
な
っ
て
か
ら
五
、
六
年
は
（
川
平
で
）
作
っ
て
い
た
し
、
カ
ン
フ
ッ
（
シ
カ
サから神への唱え一一一一巳もよんでいた。しかし五、六年で作らなくなった。収穫前に鳥が全部食べ
て
し
ま
う
か
ら
。
川
平
は
山
に
囲
ま
れ
て
い
る
の
で
鳥
が
多
い
。
そ
れ
で
昔
通
り
の
カ
ン
フ
ッ
も
よ
ま
な
く
な
っ
た
。
た
だ
、
日
取
り
は
し
て
、
日
程
（
表
）
か
ら
そ
の
科
目
も
省
か
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
昔
か
ら
ず
っ
と
続
い
て
き
た
も
の
を
自
分
の
代
で
途
絶
え
さ
せ
る
の
が
い
や
だ
っ
た
か
ら
。
カ
ン
フ
ッ
に
は
、
麦
、
粟
、
豆
は
鳥
が
取
っ
てしまうから今は作っていません、山に囲まれた川平ですから鳥も多い、いつかはまた作らせて
く
だ
さ
い
と
、
作
っ
て
い
な
い
理
由
、
な
り
ゆ
き
を
言
っ
て
い
る
。
種
子
出
し
を
し
た
ら
初
上
げ
を
し
な
い
と
お
か
し
い
の
で
、
や
っ
て
い
る
。
（
一
一
○
○
四
年
六
月
、
元
ツ
カ
サ
よ
り
、
ご
自
宅
に
て
聞
き
取
り
。
元
ツ
カ
サ
は
一
九
一
一
五
年
生
・
一
九
五
○
～
二○○二年在任）
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て
収
穫
感
謝
儀
礼
を
し
な
い
と
い
う
の
は
、
神
に
筋
が
通
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。
た
だ
、
初
上
げ
の
儀
礼
を
そ
の
ま
ま
存
続
し
た
の
で
は
な
く
、
神
に
対
し
て
、
も
う
麦
や
豆
は
川
平
で
は
作
ら
れ
な
く
な
っ
た
と
い
う
事
実
を
説
明
す
る
も
の
へ
と
、
儀
礼
の
内
容
が
変
更
さ
れ
た
。
具
体
的
に
は
、
シ
カ
サ
か
ら
神
へ
の
祈
願
の
こ
と
ば
で
あ
る
「
カ
ン
フ
ッ
（
神
口
）
」
が
変
更
さ
れ
た
。
こ
の
カ
ン
フ
ッ
の
詠
唱
は
、
シ
カ
サ
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
職
務
で
あ
る
と
と
も
に
、
シ
カ
サ
を
、
集
落
の
神
と
人
々
と
の
関
係
に
お
け
る
唯
一
の
媒
介
者
た
ら
し
め
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。
カ
ン
フ
ッ
は
、
集
落
に
お
い
て
シ
カ
サ
の
み
が
習
得
し
実
践
す
る
こ
と
の
で
き
る
こ
と
ば
で
あ
り
、
シ
カ
サ
以
外
の
人
が
耳
に
す
る
機
会
は
な
い
。
シ
カ
サ
は
就
任
直
後
か
ら
七
、
八
年
か
け
て
カ
ン
フ
ッ
を
習
得
し
、
カ
ン
フ
ッ
に
習
熟
し
て
い
き
な
が
ら
、
神
の
み
に
向
け
て
儀
礼
の
場
（８） 
で
カ
ン
フ
ッ
を
唱
え
る
こ
と
を
通
し
て
、
シ
カ
サ
と
し
て
の
自
覚
や
立
場
を
固
め
て
い
く
と
一
一
一
戸
え
る
。
こ
う
し
た
カ
ン
フ
ッ
は
、
普
通
、
「
一
言
一
句
変
え
て
は
な
ら
な
い
」
と
さ
れ
、
そ
の
文
一
一
一
一
口
が
変
更
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
シ
カ
サ
達
は
カ
ン
フ
ッ
の
中
の
意
味
の
不
明
な
部
分
も
含
め
て
、
す
べ
て
前
任
者
や
先
輩
達
か
ら
教
え
ら
れ
た
と
お
り
に
、
カ
ン
フ
ッ
を
身
に
つ
け
る
の
で
あ
る
。
しかし、川平で麦や豆が作られなくなった一九五○年代の半ばには、「麦豆ぬ初上げ」儀礼の存続
に
あ
た
り
、
カ
ン
フ
ッ
が
変
更
さ
れ
た
。
そ
こ
で
変
更
さ
れ
た
カ
ン
フ
ッ
の
具
体
的
な
文
言
は
、
「
カ
ン
フ
ッ
ッ
ラ
シ
」
と
い
う
、
シ
カ
サ
達
の
み
で
各
儀
礼
の
数
日
前
に
行
な
う
カ
ン
フ
ッ
の
練
習
．
唱
え
合
わ
せ
の
場
で
、
シ
カ
サ
達
の
間
で
相
談
し
、
他
の
儀
礼
で
唱
え
る
カ
ン
フ
ッ
の
こ
と
ば
使
い
を
参
考
に
し
て
つ
く
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
二
○
○
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四年六月、元ツカサ〈一九一一五年生・’九五○～一一○○二年在任〉より、ご自宅にて聞き取り）。
麦
や
豆
が
実
際
に
は
作
ら
れ
て
い
な
い
中
で
、
麦
や
豆
に
つ
い
て
の
儀
礼
を
存
続
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
時
点
で
、
シ
カ
サ
達
は
、
現
実
と
の
か
ね
あ
い
を
考
慮
し
神
へ
の
説
明
の
筋
を
通
す
こ
と
を
重
視
し
て
、
カ
ン
フ
ッ
を
変
更
す
る
と
い
う
手
続
き
を
行
な
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
、
儀
礼
の
内
容
と
乖
離
し
て
い
く
現
実
の
出
来
事
の
す
べ
て
が
カ
ン
フ
ッ
に
反
映
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
前
節
で
見
た
よ
う
な
米
の
品
種
の
変
化
は
、
現
時
点
で
は
儀
礼
内
容
の
変
更
と
し
て
は
反
映
さ
れ
ず
、
現
実
と
儀
礼
内
容
・
日
程
と
の
可
能
な
範
囲
で
の
す
り
あ
わ
せ
と
い
う
形
で
対
応
が
と
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
一
九
五
○
年
代
に
麦
や
豆
が
作
ら
れ
な
く
な
っ
た
と
い
う
出
来
事
は
、
シ
カ
サ
達
は
こ
れ
を
伏
せ
て
神
へ
の
祈
願
を
行
な
う
こ
と
に
つ
い
て
、
神
に
対
し
無
理
が
生
じ
る
と
判
断
す
る
根
拠
と
な
っ
た
。
こ
の
時
シ
カ
サ
達
は
、
儀
礼
の
筋
を
通
す
こ
と
（
種
子
出
し
を
し
た
ら
初
上
げ
を
す
る
）
、
で
き
る
限
り
儀
礼
の
項
目
を
省
か
な
い
こ
と
、
カ
ン
フ
ッ
に
よ
っ
て
神
に
伝
え
、
説
明
す
る
内
容
を
、
現
実
に
沿
っ
て
変
更
し
、
現
実
と
儀
礼
の
関
係
の
う
え
で
も
神
に
対
し
て
筋
を
通
す
こ
と
を
重
視
し
て
、
儀
礼
の
存
続
に
お
け
る
変
更
の
対
応
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
「
神
信
心
の
深
い
村
」
と
し
て
知
ら
れ
る
石
垣
島
川
平
集
落
で
数
多
く
継
承
さ
れ
る
年
間
の
儀
礼
に
っ
五
お
わ
り
に
儀礼の変化と女`性神役145 
Hosei University Repository
②二○○○年以降の儀礼の変化として指摘することのできる、儀礼への参加者の減少というかたちで
の
儀
礼
規
模
の
縮
小
に
つ
い
て
、
現
在
の
ツ
カ
サ
た
ち
は
、
神
に
対
す
る
責
任
感
を
強
め
て
い
る
。
川
平
の
儀
礼
は
農
作
業
の
過
程
に
沿
っ
た
具
体
的
な
内
容
を
も
つ
が
、
シ
カ
サ
た
ち
は
、
具
体
的
な
儀
礼
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
と
と
も
に
、
神
に
対
し
て
責
任
を
果
た
す
こ
と
を
も
重
視
し
て
い
る
。
そ
の
責
任
は
、
儀
礼
を
、
で
き
る
だ
け
伝
え
ら
①
一
九
五
○
年
代
に
川
平
の
儀
礼
に
生
じ
た
、
複
数
の
大
規
模
な
儀
礼
過
程
の
省
略
と
い
う
か
た
ち
の
変
化
を
見
る
と
、
そ
こ
で
儀
礼
の
実
施
規
模
が
縮
小
す
る
際
、
多
様
な
担
い
手
や
儀
礼
過
程
が
、
オ
ン
に
お
け
る
シ
カ
サ
の
祈
願
に
収
散
し
て
い
く
傾
向
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
い
て
、
実
際
の
社
会
の
変
化
の
中
で
儀
礼
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
に
つ
い
て
ま
と
め
、
そ
の
変
化
の
傾
向
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
年
間
の
個
々
の
儀
礼
が
実
際
の
人
々
の
生
活
、
生
業
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
、
調
査
に
基
づ
き
事
例
を
報
告
し
、
検
討
を
加
え
た
。
こ
う
し
た
検
討
を
行
な
っ
た
背
景
に
は
、
川
平
の
儀
礼
内
容
が
、
農
作
業
の
過
程
に
細
か
く
対
応
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
前
提
が
あ
る
。
そ
の
儀
礼
内
容
と
、
実
際
の
生
業
と
の
乖
離
が
進
行
す
る
中
、
儀
礼
を
担
う
人
々
、
と
く
に
神
へ
の
祈
願
の
中
枢
を
担
う
女
性
神
役
の
ツ
カ
サ
は
ど
の
よ
う
な
認
識
を
も
ち
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を
と
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
本
稿
で
は
報
告
し
た
。
以
下
に
、
本
稿
で
明
ら
か
に
し
た
こ
と
を
ま
と
め
る
。
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⑤
米
の
場
合
の
よ
う
に
作
物
の
品
種
の
変
化
で
は
な
く
、
麦
の
場
合
は
作
物
自
体
が
作
ら
れ
な
く
な
る
と
い
う
か
た
ち
で
の
変
化
が
、
一
九
五
○
年
代
半
ば
に
生
じ
た
。
こ
の
時
、
麦
に
つ
い
て
の
儀
礼
が
省
か
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
儀礼と現実の不一致を解消しようとする際に川平でとられた対応に、儀礼日程の項目を省くことへ
の
抵
抗
感
（
代
々
続
い
て
き
た
も
の
を
自
分
の
代
で
終
わ
ら
せ
た
く
な
い
）
、
年
間
を
通
し
た
個
々
の
儀
礼
の
前
後
関
係
の
重
視
（
播
種
儀
礼
を
し
た
ら
奉
納
儀
礼
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
ど
、
神
に
対
し
て
現
実
の
変
化
を
伝
え
る
こ
と
の
重
視
（
シ
カ
サ
か
ら
神
に
唱
え
る
カ
ン
フ
ッ
を
、
現
実
の
変
化
を
伝
え
る
文
言
に
変
更
）
と
い
う
特
質
を
見
④
儀
礼
日
程
を
策
定
し
、
作
物
の
播
種
か
ら
収
穫
ま
で
に
つ
い
て
の
す
べ
て
の
儀
礼
を
中
心
的
に
担
う
の
は
、
女
性
神
役
の
ツ
カ
サ
で
あ
る
。
シ
カ
サ
は
稲
作
の
作
業
工
程
の
後
半
に
対
応
す
る
、
収
穫
感
謝
儀
礼
に
向
か
う
諸
儀
礼
に
つ
い
て
、
儀
礼
の
暦
と
現
実
の
米
作
り
が
一
致
す
る
よ
う
に
考
慮
・
調
整
を
行
な
う
。
③現在の稲作の作業工程と、稲作についての儀礼の日程は、播種の時期が不一致であり、収穫時期が
近
付
く
に
つ
れ
て
一
致
す
る
。
こ
れ
は
、
儀
礼
で
想
定
さ
れ
る
米
の
品
種
よ
り
も
、
現
在
作
ら
れ
て
い
る
米
の
品
種
が
短
期
に
収
穫
可
能
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
。
れ
て
き
た
か
た
ち
で
、
し
か
し
現
実
と
乖
離
し
す
ぎ
な
い
か
た
ち
で
行
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
果
た
そ
う
と
さ
れ
る
。
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以
上
で
見
た
よ
う
に
、
川
平
の
儀
礼
は
、
現
実
に
即
応
し
て
い
る
わ
け
で
も
、
反
対
に
ま
っ
た
く
乖
離
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
く
、
儀
礼
の
旧
い
枠
組
み
を
利
用
し
な
が
ら
、
現
在
の
人
々
の
幸
を
祈
願
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
儀
礼
と
現
実
を
そ
ぐ
わ
せ
る
試
み
の
中
心
的
部
分
は
、
シ
カ
サ
が
担
っ
て
い
た
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
点
は
、
シ
カ
サ
は
儀
礼
と
現
実
を
そ
ぐ
わ
せ
る
試
み
に
お
い
て
、
現
実
の
変
化
を
儀
礼
に
反
映
さ
せ
る
の
み
で
は
な
く
、
神
の
方
を
慮
り
、
儀
礼
の
内
容
を
変
更
す
る
場
合
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
川
平
の
儀
礼
は
、
農
作
業
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
祈
願
と
い
う
性
格
が
濃
く
、
シ
カ
サ
を
は
じ
め
と
す
る
神
役
達
は
、
規
範
的
に
は
一
つ
一
つ
の
農
作
業
の
成
功
と
そ
の
結
果
の
豊
穣
を
祈
願
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
う
し
た
儀
礼
を
実
施
す
る
川
平
の
ツ
カ
サ
は
、
儀
礼
を
通
し
て
祈
願
を
十
分
に
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
満
ち
足
り
、
良
い
状
態
に
な
る
神
の
あ
り
方
を
想
定
し
て
、
神
を
考
慮
し
た
儀
礼
の
変
更
も
行
な
う
場
合
が
あ
る
。
シ
カ
サ
は
人
々
と
神
の
媒
介
者
と
し
て
、
人
々
と
神
の
双
方
を
向
い
て
、
儀
礼
実
践
に
あ
た
り
、
社
会
の
変
化
に
対
応
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
動
態
に
あ
る
川
平
の
儀
礼
の
一
断
面
の
検
討
を
通
し
、
神
へ
の
祈
願
の
中
核
を
担
う
女
性
神
役
、
シ
カ
サ
が
、
形
式
的
に
儀
礼
を
踏
襲
す
る
の
み
で
な
く
、
あ
る
い
は
実
生
活
に
合
わ
な
く
な
っ
た
儀
礼
を
直
ち
に
切
り
捨
て
る
の
で
も
な
く
、
神
へ
の
認
識
を
も
っ
て
神
を
慮
り
な
が
ら
、
人
々
の
生
活
に
つ
い
て
祈
願
す
る
儀
礼
の
形
を
整
え
、
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
、
現
実
の
変
化
の
す
べ
て
が
神
に
伝
え
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
神
に
伝
え
る
べ
き
と
ツ
カ
サ
が
判
断
す
る
変
化
の
み
が
、
シ
カ
サ
か
ら
神
に
伝
え
ら
れ
る
。
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祈
願
に
従
事
し
て
い
る
姿
を
描
く
こ
と
を
試
み
た
。
も
っ
と
も
、
そ
の
描
出
は
未
だ
不
十
分
で
あ
り
、
本
稿
で
は
儀
礼
そ
の
も
の
の
変
化
の
概
観
に
も
多
く
を
割
い
た
が
、
い
ま
一
度
注
意
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
川
平
で
は
儀
礼
の
あ
り
方が、シカサの一存のみで変更されたり、またツカサによって際限なく変更されたりすることは、現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
起
こ
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
シ
カ
サ
は
、
他
の
神
役
達
の
意
見
や
、
自
ら
が
最
も
強
く
持
っ
て
い
る
、
儀
礼
に
つ
い
て
の
保
守
的
な
考
え
方
な
ど
、
様
々
な
制
約
の
中
で
、
最
低
限
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
判
断
し
た
部
分
に
つ
い
て
、
儀
礼
と
集
落
の
人
々
の
実
生
活
を
合
わ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
シ
カ
サ
が
集
落
に
お
け
る
実
生
活
と
儀
礼
と
の
乖
離
に
注
意
し
て
儀
礼
に
変
更
を
加
え
な
が
ら
、
伝
統
的
な
枠
組
み
を
最
大
限
用
い
て
、
儀
礼
を
数
多
く
、
で
き
る
だ
け
盛
大
に
行
な
お
う
と
す
る
背
景
に
は
、
儀
礼
の
衰
退
に
よ
っ
て
神
を
悲
し
ま
せ
る
事
態
を
招
か
ぬ
よ
う
に
と
い
う
、
シ
カ
サ
の
考
え
方
が
あ
る
だ
ろ
う
。
シ
カ
サ
の
こ
う
し
た
考
え
方
は
、
現
在
の
川
平
に
就
任
す
る
四
人
の
ツ
カ
サ
の
個
人
的
資
質
に
の
み
帰
せ
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
筆
者
は
、
川
平
の
ツ
カ
サ
の
就
任
過
程
や
、
周
囲
の
人
々
に
よ
る
シ
カ
サ
と
い
う
存
在
の
捉
え
方
に
内
在
す
る
、
も
と
も
と
は
神
や
儀
礼
と
ほ
と
ん
ど
無
関
係
に
生
活
し
て
い
た
女
性
を
も
神
へ
の
認
識
を
深
く
も
つ
シ
カ
サ
に
育
て
て
い
く
制
度
的
な
要
素
を
、
調
査
を
通
じて確認しており、本稿で見てきた川平の儀礼の変化の傾向と、儀礼実施の中核にあるツカサの認識
と行動の特質は、現在のツカサ達の個人的資質のみによるものとは一一一一口えないと考えている。こうした
川
平
の
ツ
カ
サ
の
、
個
人
的
資
質
の
み
で
は
説
明
し
き
れ
な
い
、
神
へ
の
認
識
を
酒
養
し
て
い
く
過
程
、
こ
れ
に
伴
い
儀
礼
の
担
い
手
と
し
て
の
中
核
的
立
場
を
固
め
て
い
く
過
程
に
つ
い
て
は
、
別
稿
に
て
考
察
し
た
い
。
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付
記
本
稿
は
、
日
本
民
俗
学
会
第
六
一
回
年
会
に
お
け
る
口
頭
発
表
「
石
垣
島
川
平
の
儀
礼
に
お
け
る
変
化
と
そ
の
特
質
」
（
二
○
○
九
年
一
○
月
）
、
及
び
、
第
三
九
七
回
東
京
・
八
重
山
文
化
研
究
会
例
会
に
お
け
る
口
頭
発
表
「
今
日
の
八
重
山
地
域
社
会
に
お
け
る
農
耕
儀
礼
の
動
態
把
握
に
向
け
て
」
（
二
○
一
○
年
二
月
）
を
も
と
に
し
、
そ
の
後
の
調
査
資
料
を
加
え
て
、
構
成
・
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
報
告
し
た
よ
う
に
、
川
平
の
儀
礼
は
現
在
も
変
化
を
続
け
て
い
る
。
そ
の
変
化
は
全
体
と
し
て
、
儀
礼
へ
の
参加者の減少といった、衰退の方向性を有するものと一一一一口わざるを得ない。しかし、たとえば二節で
は
、
「
神
願
い
」
の
「
サ
カ
ニ
カ
イ
」
に
、
こ
れ
ま
で
の
参
加
者
よ
り
も
若
い
年
齢
層
で
あ
る
、
婦
人
会
か
ら
人
員
が
出
さ
れ
始
め
て
い
る
こ
と
を
報
告
し
た
。
こ
の
他
に
も
、
川
平
の
人
々
自
身
、
大
き
な
世
代
交
代
の
生
じ
る
今
後
五
年
間
が
儀
礼
存
続
の
あ
り
方
を
決
す
る
時
期
だ
と
の
認
識
か
ら
、
儀
礼
に
関
わ
る
芸
能
の
保
存
会
活
動
を
刷
新
・
活
発
化
さ
せ
る
な
ど
、
川
平
で
は
現
在
、
儀
礼
の
存
続
に
向
け
て
様
々
な
行
動
が
と
ら
れ
て
い
る
。
シ
カ
サ
を
中
心
に
、
川
平
の
様
々
な
立
場
の
人
々
が
、
今
後
儀
礼
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
く
の
か
、
引
き
続
き
調
査
と
考
察
を
行
な
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。
【註】（１
）
こ
こ
で
の
「
部
落
」
と
は
、
被
差
別
部
落
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
川
平
の
人
々
が
自
ら
の
集
落
を
指
す
語
と
し
て
用
い
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（
５
）
こ
う
し
た
儀
礼
の
場
に
お
け
る
発
話
に
つ
い
て
は
、
澤
井
（
二
○
○
七
、
二
○
○
九
）
な
ど
で
論
じ
て
い
る
。
（６）公民館長やスーダイをつとめた経験をもち、神事に詳しいと目される人が選ばれる。
（７）『石垣市史各論編民俗下」では、川平の麦・豆についての儀礼の存続について次のように報告されている。
今
で
は
耕
作
者
も
い
な
い
の
で
行
な
わ
ず
、
各
オ
ン
（
御
嶽
）
で
神
司
だ
け
が
祈
願
を
行
な
っ
て
い
る
。
神
司
が
午
前
中
に
コ
ー
パ
ナ
（
花
米
と
線
香
）
を
持
っ
て
オ
ン
に
行
き
、
御
嶽
の
ウ
ブ
に
案
内
の
香
を
ピ
ト
ゥ
カ
ー
二
枚
）
上
げ
、
は
い
で
ん
オ
ン
ヌ
ヤ
ー
（
拝
殿
）
で
は
ピ
ト
ゥ
ユ
イ
（
一
束
）
を
供
え
て
、
神
の
ミ
ョ
ー
ジ
（
神
名
）
と
パ
カ
ー
ラ
（
神
の
聖
地
）
の
り
と
雰
名を述べて祝詞を申し上げる。次に、ナリユキ（耕作をしていない現状）を述べ、最後に「再び睾曰の
き
が
人
世
が
来
て
ス
ク
ル
ビ
ー
（
耕
作
者
）
の
手
に
麦
・
粟
の
種
子
を
戴
き
、
耕
作
さ
せ
て
下
さ
い
」
と
祈
願
す
る
（
石
垣
市
史編集委員会［編］一一○○七二一六六～七）
（
８
）
川
平
の
ツ
カ
サ
の
カ
ン
フ
ッ
に
つ
い
て
は
、
澤
井
（
二
○
○
八
）
な
ど
で
論
じ
て
い
る
。
る表現にしたがったものである。
（２）神事日程表は、少なくとも筆者が調査を行なう二○○○年以降は、ワープロで作成されている。
（３）戦後しばらくまではこの日から三日間、女性は海に行くことが、男性は山に行くことが禁じられていた
（川平公民館［編］一九七六》八八）。
（
４
）
川
平
で
は
一
九
五
○
年
以
降
に
生
ま
れ
た
人
は
川
平
方
言
が
で
き
な
い
と
し
ば
し
ば
言
わ
れ
る
（
’
’
○
○
六
年
七
月
ほ
か
聞
き取り）。
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